
＜情報提供の現状＞GPS衛星

5時間後
第 報

資料２．地震時の地殻変動情報の提供

（現状と今後）

＜地盤沈下に伴う浸水
注意喚起＞

電子基準点

に第1報

電子基準点
牡鹿

約5.3m移動

電子基準点
牡鹿

約1.2m沈下

東日本大震災では、電子基準点で、水平約5.3m・上下約1.2m（最大）の
地殻変動を観測 ⇒ 地盤沈下の注意喚起に活用

＜津波予測のためのＧＰＳ情報提供システムに関する取り組み＞

＜東北地方太平洋沖地震に伴う地殻変動（水平・上下）＞ への注意喚起＞

＜津波予測のための 情報提供システムに関する取り組み＞

地殻変動解析手法を高度化し、地震による地殻変動のより迅速な把握
及び津波予測の高度化等に貢献。

東北大学と連携し、プロトタイプを構築。

・津波予測の高度
化支援

効果解析手法の高度化 アウトプット

正確な情報を時間をか
けて提供（1ｃｍ精度の

現状

目標

化支援

・地盤沈下地域の
把握
・避難の初動支援

地震・津波発災時
における生活者の概略の情報を即時に提

供（ 精度 変動

変動量 5時間後）

地震時の変動を即
時把握

断層モデルの即時推定

安全・安心情報の
提供

供（10ｃｍ精度の変動
量 1分以内※）

*電子基準点で地殻変動が生じてからの時間。震源域の大きな海溝型巨大地震の場合、地震発生時刻（震源断層で最初の破
壊が始まった時刻）から1分経過しても、沿岸部の電子基準点では地殻変動が生じていないことがある。


